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本冊子には、以下の実物資料と大森修氏
の分析が収録されている。 

⑴ 向山洋一「大造じいさんとガン授 
　 業の構想」1986
　 向山実物資料 A12-01-01
⑵ 児童が作った問題例 1986
　 向山実物資料 A12-08-01
⑶「401 問の問題集（抜粋）」1986
　 向山実物資料 A12-02-11
⑷ 「向山の演習問題」1986
　 向山実物資料 A12-02-04
⑸ 大森修『教育トークライン』
　 1992 年５月号
　 向山実物資料 A12-11-01-01
⑹ 大森修『教育トークライン』
　 1992 年６月号
　 向山実物資料 A12-11-01-02
⑺ 大森修『教育トークライン』
　 1992 年７月号
　 向山実物資料 A12-11-01-03
⑻ 大森修『教育トークライン』
　 1992 年８月号
　 向山実物資料 A12-11-01-04、
⑼ 大森修『教育トークライン』
　 1992 年９月号
　 向山実物資料 A12-11-01-05

なお、解説は長谷川博之氏である。

向山氏は次のようにいう。

子どもが作る問題は、今までの授業
の反映である。
子どもが作る問題には、発展させる
べき「課題」が含まれている。

1986 年 10 月、向山氏は、国語教育の
主流（当時）であった「課題作り」をテー
マに新しい指導方法を提案した。

それが、『大造じいさんとガン』の授業で
ある。

今号は、この公開研究授業の

⑴ 授業映像
⑵ 実物資料、等

をお届けしたい。
授業映像（本時）までの流れは、以下の

とおりである。
　
一時間目	 通読（何度か朗読させる）
二時間目	 一回通読の後、問題づくり
三時間目	「問題集」として全員の問題 
	 （401 問）を印刷して配布
四・五・六時間目 自分で問題を解く
七時間目	 グループ（４人の班）で 
	 話し合い
八時間目	 演習問題を解く
九時間目	 本時

はたして、向山学級の子どもたちはどのよ
うな問題を作ったのか。

また、向山氏は、子どもたちが作った問
題をどのように発展させたのだろうか。

本資料について

特典映像はこちら

https://vimeo.com/1021332799/637a939afb
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●「児童が作った 401 問の問題集（表紙）」1986　向山実物資料 A12-02-11
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●向山洋一「大造じいさんとガン授業の構想」1986　向山実物資料 A12-01-01
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●児童がつくった問題「大造じいさんとガン」1986　向山実物資料 A12-08-01
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●「児童が作った 401 問の問題集（抜粋）」1986   向山実物資料 A12-02-11
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●向山の演習問題「大造じいさんとガン」1986   向山実物資料 A12-02-04
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●大森修『教育トークライン』1992 年５月号　向山実物資料 A12-11-01
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●大森修『教育トークライン』1992 年 6 月号　向山実物資料 A12-11-02
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●大森修『教育トークライン』1992 年 7 月号　向山実物資料 A12-11-03
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●大森修『教育トークライン』1992 年 8 月号　向山実物資料 A12-11-04
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●大森修『教育トークライン』1992 年 9 月号　向山実物資料 A12-11-05
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氏の、子どもへの見取り・介入から
の学び

のみならず、

教育実践史上における本授業の価値
の理解

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
がより深まるにちがいない。

これまで分析批評の観点を学んできた向
山学級の子どもたちは、「大造じいさんとガ
ン」を一読、二読しただけで、分析批評の
観点を知らなければきっと生まれないであ
ろう「視点、角度」からの問題を次々と作
り出しているのである。ただ単に「教師の
コピー」をしているわけではない。中には、

「『今までの学習』を越える（ママ）ような
場合」がある。そして、それらは「よほど
教師が注意深く、子どもの問題を分析しな
いと見のがしてしまう」のである。

これで映像を見る視点がまた増えた。

氏がその問いを取り上げた意図は何か

である。
その問いを取り上げることで何を学ばせ

ようとしているのか、子どもたちの学び方の
どこをどう修正しようとしているのか、そし
て従来の国語教育の何を否定し、何を創造
しようとしているのか。

これらの問いを意識してくりかえし視聴す
ることで、本授業映像の価値は幾倍にも膨
れ上がることだろう。

間違いなく言えることがある。本授業には、
「読む力」を確かに伸ばす指導と、「学び
方を学ばせる」指導が随所に散りばめられ、
それらが子どもたちに、確かに浸透している。

解 説

1．本授業映像を見る視点

①『分析批評』は子どもに問題を作
らせないから駄目だ」と批判される
方がいる。全くの嘘である。子ども
に問題を作らせても『分析批評』の
授業になる。
②「子どもの提出問題そのまま」と
いうのは、子どもたちに対する信頼
があるということである。子どもたち
の提出した問題で十分に学習が成立
すると考えているのである。
③「子どもの学習問題作り」による
授業が高く評価されるとしたら、それ
は「子どもが問題を作った」ことに
あるのではなく、「今までの学習には
全くなかった新しい視点・角度を提
出した」場合である。
④ここで大切なのは、「文末表現」
を検討する一つの手だてを持ってい
るということである。視点について
知っていなければ、このような自覚
はないはずである。この点こそが、
分析批評の強さである。つまり、文
章を検討する一つの技術を身につけ
ているということである。それが、大
きな効果を現わすのである。

以上、すべて向山氏の言葉である（『「分
析批評」で授業を変える』）。ここに、氏が
本授業を構想し、実践した意図と教育界へ
の問題提起とが凝縮されていると私は考える。

この四点を踏まえたうえで、特典映像を
視聴していただきたい。

向山洋一「大造じいさんとガン」
長谷川　博之



35

特
典 

向
山
洋
一 

教
育
資
料
　
｜
　No.12

　2024. NO
V.

　
｜
　「
大
造
じ
い
さ
ん
と
ガ
ン
」
子
ど
も
が
作
る
問
題
は
こ
れ
ま
で
の
授
業
の
反
映
で
あ
る

２.　問題づくりの「いま、ここ」

2024 年のサマーセミナーにおいて、「長
谷川学年 120 名からの挑戦状」と称し、「語
り語られ問題」を授業した。まさしく向山氏
の問題づくりの延長線上にある実践である。
小説を自力分析し、問いを立て（私は「問
い出し」と名付けた）、小グループの協働を
とおして問いを解決し、それでも解決でき
ない問いや、広く意見を集め討論したい問
いをMiro（オンライン共同編集ホワイトボー
ドツール）に設けてある「全体検討シート」
に書き込む。

私の授業では、ここまでが自動化されて
いる。すなわち、何について討論するのか
が「スプシ」（Google スプレッドシート）や
Miro 等で予め提示されており、生徒は各
論点に対する自身の考えを記入したうえで
授業に臨むのである。

 『走れメロス』の論点を例示する。

１. 最後のシーン（「一人の少女が……」）は 

　   語られる必要があるのか。

２．「緋のマント」は誰のものか。

３．どんな出来事に対して「赤面した」のか。

４．「勇者は」の主語は適切か。

これらの論点を基に討論をとおして学び
を深めていく。

谷和樹氏をはじめ外部から参観者のあっ
た授業における討論の一部を紹介する。
「私はこの６行が本当に必要のないものだ
と思っていて、あってもなくても物語に関わ
らないというのと、そもそもこの６行はただ
単に娘さんがメロスの裸体が見られるのが
恥ずかしいから、という後日談みたいになっ
ている。だったらなくてもいい。『王様ばん
ざい』『王様ばんざい』で、『メロス完！』

で終わりにしていいと考えます」
「僕が必要だと考える理由はふたつあって、
まず『一人の少女』で『かわいい娘さん』
だから、『早くそのマントを（中略）たまら
なく口惜しいのだ』で、この娘さんはメロス
のことが好きだと思って、好きってわかって

『勇者は、ひどく赤面した』だから、このあ
とに恋愛的な感情が生まれると思ったから、
この部分は要ると思い、また、今回は友情
だけれど次は愛情が描かれるのではないか
と思いました。もうひとつは、『緋のマント』
というものに意味があるんじゃないかなと思
いました。これは RYOTA が教えてくれます」
「僕はこの最後のシーンは大事だと思いま
す。まず１行目に『一人の少女が、緋のマ
ントをメロスにささげた』とあります。その『緋
のマント』は赤いマントで、それは王様が
つけているような赤いマントだと僕は想像し
ます。そう考えると、マントをつけたメロス
は王様になったんじゃないかなという考え
になって、娘さんが『たまらなく口惜しい』
のは、メロスが王様になったとするならば、
娘さんは民衆に裸を見られると王様として
の名誉が崩れてしまうから、恥ずかしいん
じゃないかなと思いました。
「もしメロスが王様になったとして、赤いマ
ントをつけただけで王様になったというので
すが、なぜ少女が王様の赤いマントを持っ
ていたのか、その辺の人が持っていたら話
としておかしくなってしまう」
「プラスで、そもそもメロスが王様になった
と断言する、推測する証拠がない。確かに

『王様ばんざい』と『緋のマント』はある
けれど、逆にそれだけで、その間に何があっ
たのかと予測できることが少なすぎるので、
さすがにメロスは王様になっていないと思
います」

令和版向山型国語を更に追究していく。
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1986.10.29 「大造じいさんとガン」

 子どもが作る問題はこれまでの授業の反映である


